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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

すべてのプランのお問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

振袖のお下見については
完全予約制です｡

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン 丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

15.4万円～②振袖ご購入プラン②振袖ご購入プラン
３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

8.8万円～①振袖レンタルプラン①振袖レンタルプラン
１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

4,400円～（税込）

早い予約がゼッタイお得！
今ならご希望の時間にはたちのつどいのお支度予約ができます。

2025年・2026年にはたち
のつどいを迎えるお嬢様・ご家族様

①～④のプラン

8/31土
まで

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
総点数800点以上!

自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が選ばれるポイント

ゆかたを着て
花火大会・お祭りへ行こう!

ゆかたシーズン到来!ゆかたシーズン到来!

ゆかた最終大バーゲン

着付けご相談下さい。
（浴衣ご購入のお客様、営業時間内に限ります）

絞り、ブランド、綿絽、綿紅梅、長板中形、
竺仙、プレタ、子供ゆかた など
多様なゆかたが勢揃い!

ご自分の着付けでお出掛けしてみませんか？

手結びの着付けを習いたい方の勉強会です。
開講日

受講料

12回コース毎週月曜日 PM7：00～PM9：00
定　員
内　容
持ち物

お申し込み

ところ先着10名様
当月より3ヶ月間（予定）初歩より名古屋帯着装まで
ゆかた、半巾帯、肌襦袢、裾よけ、帯板、腰ひも（2本）、
伊達締め、筆記用具、テキスト代
1回1,500円×12回
※6回毎にご入金をお願い致します。

8月19日㈪までにお電話にて
お申し込み下さい。

貴装の店 わたなべ店内

9月2日㈪より開講

これからのきもののご着用にお役立ていただけること
問題なし！ ご自分で着られる喜びを、着付け教室で
ぜひ体験してみてください！！

9月開講ものき 着付け教室秋
の

1,980円～（税込）
超特価

1日
5組様
限定!



むるぶの広告のご案内

　むるぶでは、広告をお手軽な価格でご提供しています。たとえば、
この広告枠は、３段１／２の大きさで、広告料金は５９,４００円と
なっています。その他の料金（税込価格）は以下の通りです。
制作費は別途です。

詳細は、むるぶのホームページの左側にある「むるぶ広告媒体資料」
をクリックしてご覧ください。お申し込みは、藤枝江﨑新聞店、
または共立アイコムにご相談ください。

２段１／２ 46,200円 ２段 79,200円

２段（８面） 94,600円 ３段 105,600円

３段１／２ 59,400円 ３段（１面） 126,500円

藤枝市青木3丁目1番1号

令和7年度(2025年)4月に
小学校ご入学の皆様

鈴木洋品店
Schoolwear & Workwear Shop

学生服 作業着 営業時間
10:00-19:00
定休日
月・第3日休

H P LINE

Tel.0120-81-0447

藤枝駅前から青木へ
鈴木洋品店があ
の
あ
の

中学校ご入学の皆様

通学服・制服の超早期ご予約
大好評承り中です

制服は
予約して
買うと
お得です

新しくなった鈴木洋品店に
来て!見て!着て!みよう

移転移転リニューアル
オープン
リニューアル
オープン

2024 年（令和 6 年）7 月 25 日　むるぶ　-3- 2024 年（令和 6 年）7 月 25 日　むるぶ　-2-

驚
き
の
有
線
ラ
ン
ク
４
位

　

四
月
の
後
半
に
有
線
の
週
間

ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
っ
た
と
知
り
、

順
調
に
順
位
を
上
げ
て
十
位
と

な
っ
て
中
野
市
長
に
報
告
に
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
二
日
後
、
何

と
四
位
に
な
っ
た
の
で
す
。
本

当
に
驚
き
ま
し
た
。
現
在
も

二
十
四
位
で
、
地
方
の
し
か
も

音
頭
の
歌
が
ラ
ン
ク
に
入
っ
て

い
る
こ
と
が
奇
跡
の
よ
う
で
す
。

歌
が
生
ま
れ
た
き
っ
か
け
は

　

三
年
前
の
私
た
ち
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
時
、
黒
は
ん
ぺ
ん
の
旗

を
携
え
た
関
係
者
が
ロ
ビ
ー
で

そ
こ
知
り

志
太物

語
宣
伝
を
し
て
い
て
、
市
長
が
黒

は
ん
ぺ
ん
を
焼
津
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
全
国
に
広
め
た
い
と
い

う
思
い
を
知
っ
た
の
で
す
。
そ

の
後
、「
黒
は
ん
ぺ
ん
音
頭
」
の

歌
詞
の
原
案
を
お
見
せ
す
る
と

大
変
喜
ば
れ
、
歌
で
全
国
に
広

め
て
ほ
し
い
と
励
ま
さ
れ
、
ま

ず
は
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
で
発
表

し
ま
し
た
。
そ
れ
が
キ
ン
グ
レ

コ
ー
ド
の
目
に
留と

ま
り
、
二
月

七
日
に
Ｃ
Ｄ
、
十
四
日
に
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
発
売
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
丘
み

ど
り
、
福
田
こ
う
へ
い
、
島
津

悦
子
、
そ
し
て
私
た
ち
と
い
う

信
じ
ら
れ
な
い
組
み
合
わ
せ
で
、

焼
津
の
港
や
神
社
、
温
泉
、
製

造
工
場
、
港
で
音
頭
を
踊
る
姿

が
登
場
す
る
素
敵
な
も
の
で
す
。

有
名
歌
手
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
が

背
中
を
押
し
て
下
さ
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も

観
れ
る
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

や
い
づ
親
善
大
使
の
活
動
な
ど

　

十
年
前
に
や
い
づ
親
善
大
使

と
な
り
「
し
ん
え
が
お
ス
タ
ー

ズ
」
と
い
う
「
お
ん
が
え
し
」

を
含
ん
だ
名
前
を
市
長
が
付
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
島
田

の
「
や
い
づ
イ
イ
ト
コ
レ
ポ
ー

ト
」
や
「
う
た
の
散
歩
道
」
で

は
Ｄ
Ｊ
を
務
め
、
焼
津
の
魅
力

と
昭
和
歌
謡
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
夢

　

今
、
二
人
合
わ
せ
て
百
七
十

歳
で
す
。
今
後
も
新
曲
や
舞
台
、

イ
ベ
ン
ト
、
ラ
ジ
オ
の
Ｄ
Ｊ

な
ど
、
続
け
ら
れ
る
限
り
続
け
、

私
た
ち
を
育
て
て
下
さ
っ
た
大

好
き
な
焼
津
の
魅
力
を
、
歌
を

通
じ
て
世
界
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

焼
津
黒
は
ん
ぺ
ん-

黒
は
ん
ぺ
ん
音
頭-

２
月
発
売
の
Ｃ
Ｄ
が
有
線
放
送
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
で
週
間
ラ
ン
ク
４
位
に

志
太
新
名
物
探
訪

焼
津
産
か
つ
お
節
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

「
ニ
ュ
ー
タ
ッ
チ 

凄
麺 

静
岡
焼
津
か
つ
お
ラ
ー
メ
ン
」

　

ヤ
マ
ダ
イ
株
式
会
社
の

人
気
商
品
「
ニ
ュ
ー
タ
ッ

チ 

凄
麺 

静
岡
焼
津
か
つ
お

ラ
ー
メ
ン
」
が
、
７
月
１
日

（
月
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
、
ス
ー
プ
の
か
つ
お

感
を
高
め
、
よ
り
濃
厚
な

旨
味
を
楽
し
め
る
よ
う
に

改
良
。
焼
津
産
か
つ
お
節

の
風
味
を
存
分
に
引
き
立

て
、
魚
介
豚
骨
醤
油
ス
ー

プ
と
の
相
性
抜
群
の
一
杯
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
、
焼

津
ら
し
く
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
爽
や
か
な
ブ
ル
ー
を

基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
。

　

商
品
の
特
長
で
あ
る
「
か
つ

お
感
」
を
よ
り
一
層
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
ご
当
地
焼
津
な

ら
で
は
の
味
わ
い
を
自
宅
で
手

軽
に
楽
し
め
る
「
ニ
ュ
ー
タ
ッ
チ 

凄
麺 

静
岡
焼
津
か
つ
お
ラ
ー
メ

ン
」。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
味

を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で
販

売
し
て
い

ま
す
。

港港み
な
と

み
な
と  

　　
八八は

ち

は

ち

郎郎ろ

う

ろ

う

千千ちち

草草ぐ

さ

ぐ

さ  

か
お
り

か
お
り

し
ん
え
が
お
ス
タ
ー
ズ

〈
酒
井
忠た

だ
よ
し能

〉 

延え
ん
ぽ
う宝

七
年

（
一
六
七
九
）
信し

な
の濃

国
小こ

も
ろ諸

か

ら
一
万
石
加
増
さ
れ
て
四
万
石

で
酒
井
忠
能
が
藩
主
と
な
り
ま

し
た
。
二
年
後
、
兄
の
子
忠た

だ
た
か挙

が
五
代
将
軍
綱
吉
か
ら
お
咎と

が

め

を
受
け
、
忠
能
も
外
出
を
控
え

る
べ
き
所
を
江
戸
へ
参さ

ん
ぷ府

。
家
中

お
よ
び
所
領
の
治
め
方
も
問
題

視
さ
れ
、
改か

い
え
き易

と
な
り
、
田
中

藩
は
他
藩
藩
主
の
管
理
と
な
り

ま
し
た
。

〈
土
屋
政ま

さ
な
お直
〉 

天て
ん
な和
二
年

（
一
六
八
二
）
に
常ひ

た
ち陸

国
土つ

ち
う
ら浦

か
ら
田
中
へ
所
替
え
と
な
っ
た
土

屋
政
直
が
四
万
五
千
石
で
藩
主

と
な
り
ま
し
た
。
政
直
は
鬼き

が
ん岩

寺
の
本
尊
を
崇
め
、
そ
の
聖
観

世
音
菩
薩
の
尊
像
並
に
厨ず

し子
を

再
興
。

　

二
年
後
の
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享
元
年

（
一
六
八
四
）
に
二
万
石
加
増

さ
れ
大
坂
城
代
と
な
り
、
翌
年

に
京
都
所
司
代
、
そ
の
二
年
後

大
慶
寺
に
唯
一
残
る
藩
主
墓
所

藩
主
の
寄
進
や
額
の
あ
る
寺
々

に
老
中
へ
と
出
世
し
ま
し
た
。

〈
太
田
資す

け
な
お直

・
資す

け
は
る晴

〉 

貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
に
太
田
資
直

が
田
中
藩
主
と
な
り
ま
す
。
翌

年
六
月
に
幕
府
の
奏そ

う
し
ゃ
ば
ん

者
番
、
八

月
に
若
年
寄
、
同
三
年
に
側そ

ば
よ
う用

人に
ん

へ
と
進
み
ま
す
が
六
月
に
免
じ

ら
れ
、
宝ほ

う
え
い永

二
年
（
一
七
〇
五
）

に
四
八
歳
で
死
去
し
ま
す
。
資

直
の
五
男
の
資
晴
が
宝
永
二
年

二
月
に
相
続
し
ま
す
が
、
四
月

歴
代 

田
中
藩
主
物
語 

❷
に
は
陸む

つ奥
国
棚た

な
く
ら倉

（
福
島
県
）

へ
領
地
替
え
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
様
々
な
役
を
歴
任
し
、
最

後
は
大
阪
城
代
と
な
り
ま
し
た
。

資
直
の
墓
所
は
、
大
慶
寺
に
あ

り
ま
す
。

〈
内
藤
弌か

ず
の
ぶ信

〉
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）、
陸
奥
国
棚
倉
か

ら
内
藤
弌
信
が
五
万
石
で
藩
主

と
な
り
ま
す
。
弌
信
は
初
代
藩

主
忠
利
が
創
建
し
た
瀬せ

こ古
の
三さ

ん

尺じ
ゃ
く
ぼ
う
だ
い
ご
ん
げ
ん

坊
大
権
現
の
社
殿
や
浜
当
目

香こ
う
し
ゅ
う
じ

集
寺
の
仁に

お
う
そ
ん

王
尊
を
再
興
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
岡
部
宿
誓せ

い
が
ん願

寺じ

の
荒
廃
を
歎
い
て
仏
殿
を
寄

進
、
娘
の
病
が
完
治
し
た
礼
と

し
て
、
家
老
の
脇
田
次
郎
左
衛

門
正
明
が
寄
進
し
た
五ご

ち
に
ょ
ら
い

智
如
来

が
誓
願
寺
跡
の
岡
部
総
合
案
内

所
の
あ
る
公
園
に
建
っ
て
い
ま
す
。

〈
土と

き岐
頼よ

り
た
か殷

・
頼よ

り
と
し稔

〉 

正し
ょ
う
と
く徳

二
年

（
一
七
一
二
）、
大
坂
城
代
を
退

役
し
た
土
岐
頼
殷
が
三
万
五
千

石
で
城
主
と
な
り
ま
す
。
翌
三

年
に
隠
居
を
願
い
出
て
嫡
子
頼

稔
に
藩
主
の
座
を
譲
り
、
享

き
ょ
う
ほ
う保

七
年 

（
一
七
二
二
）
に
田
中
で
死

去
し
ま
し
た
。

　

頼
稔
は
駿
河
国
内
の
幕
府
領

や
大
井
川
東
一
円
の
幕
府
領
を

管
理
。
正
定
寺
の
弁
財
天
を
信

仰
し
、
大
阪
城
代
に
な
っ
た
折
に

は
、
報
恩
の
た
め
、
正
定
寺
の

本
堂
の
前
に
松
を
植
え
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
本
願
の
松
」
で
す
。
ま

た
、
頼
稔
は
鬼
岩
寺
不
動
堂
の

額
を
自
ら
書
し
て
奉
納
し
て
い
ま

す
。(

小
嶋
良
之)

▲鬼岩寺・土岐頼稔筆不動堂額

▲大慶寺・太田資直墓所

▲内藤弌信家老寄進の五智如来

▲正定寺・土岐頼稔本願の松

◆歴代田中藩主一覧表◆
藩主名 在任期間 年数

８ 酒井忠能 1679～1681 ２
９ 土屋政直 1681～1684 ３
10 太田資直 1684～1705 21
11 太田資晴 1705～1705 １
12 内藤弌信 1705～1712 ７
13 土岐頼殷 1712～1713 １
14 土岐頼稔 1713～1730 16



10岡部家文書
　（藤枝市郷土博物館・文学館）

❾滝沢八坂神社の田遊

11富士見平

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

❽偏照寺
　（遍照光寺）

❻葉梨城跡
　（花倉城跡）

❸朝比奈大龍勢

❷-❷朝比奈ちまき

❷-❶朝比奈城址 ❹萬松院

❶柴屋寺

❺朝日山城跡

❼長慶寺

12徳一色城跡
　（田中城址）

（駿河区）

内谷
IC

丸子
IC

新
東
名
高
速
道
路

東名高
速道路

西焼
津駅

西焼
津駅

焼津
駅

朝比奈川

瀬戸川

焼津 IC

広幡
IC

谷稲葉
IC

藤枝岡部IC

32 30

81

381

81

209

1

1

「しずおか遺産」は、県内の魅力ある歴史文化資源の理解促進、観光活用の促進を図るため、複数の
文化財やエピソードをつなぐストーリーを知事が認定する制度で、このほど「文武に秀でた今川一族
～伝統を守る山

やまにし

西の地～」 が認定されました。戦国の世、 駿河で名を馳せた今川氏は、文化を庇
ひ ご

護
し、とりわけ歌を嗜

たしな

む家柄でした。今川氏が、駿河で最初の領地を得たのは、当時「山西」と言われた
志太地域で、今川義元が、歴史の表舞台に登場する契機となったのもこの地でした。今川氏の武や文化
を伝えるものの多くは、戦乱により失われましたが、ここでは前編として静岡市と藤枝地区の構成資産
を紹介します。今川氏の武や文化を伝える遺産を訪れてみませんか？

しずおか遺産静岡・藤枝編
静岡市の駿河区丸子にある柴屋寺は、今川氏に
仕えた連

れ ん が し そ う ち ょ う

歌師宗長が結んだ草庵です。柴屋寺の
庭 園 は、 宗 長自ら
が 作 庭したことが

「宗長手記」に記さ
れており、 見 学 が
可能です（公開時間
９：00 ～ 17：00）

❶ 柴
さ い

屋
お く

寺
じ

庭園

今川家の重臣、朝比奈氏が築いたといわれる山
城です。 標高180mの山頂から谷を挟んで2つ 
の尾根に曲

く る わ

輪が築
か れて いま す。 一
族は、掛川城主に
もなりましたが、今
川氏滅亡後は、武
田氏に仕えました。

❷ - ❶ 朝比奈城 址
今川氏の重臣である岡部氏の菩提寺です。供養
塔が残っており、土塀に囲まれ、岡部氏の三つ
巴の家紋が付いた
扉 の 奥 に2基 の 宝

ほう

篋
きょういんとう

印塔と1基の五輪
塔があります。岡部
氏はのちに岸 和田
藩主となりました。

❹ 萬
ば ん し ょ う い ん

松院
今川三代泰

やすのり

範の菩提寺です。 今川義元を政治・
軍事両面で補佐した軍師、雪

せっさい

斎が葉梨郷に隠居
した折りに、 再 興
したと伝 わり、 泰
範供 養塔と雪斎の
無
む ほ う と う

縫 塔 を見ること
ができます。

❼ 長
ち ょ う

慶
け い

寺
じ

今川家二代範
のりうじ

氏が葉梨郷に進出し、花倉城を築
いた頃の創建で、当時は偏照光寺と称していま
した。玄広恵探が
住
じゅうじ

持であった時期
もありました。境内
には、範氏と嫡

ちゃくし

子
氏家の五輪塔が建っ
ています。

❽ 徧
へ ん

照
じ ょ う

寺
じ

(遍
へ ん

照
しょう

光
こ う

寺
じ

)

田植から稲刈りまで19演
目を舞うもので、その年
の豊作を祈念します。今
川支 配下の室町 時 代に
発達した能・狂言の影響
を残しています。毎年 2
月中旬に行われます。

❾ 滝 沢 八坂神 社の田
た

遊
あ そ び

今川義元自筆のもので、花蔵の乱の時、岡部
親綱が義元側に立ち、粉骨を尽くしたことを讃
えた古文書です。藤枝市郷土博物館・文学館
( ９ 時 ～ 17時
／月・祝 日 翌
日・年 末 年 始
休館)で公開さ
れています。

❿ 岡部家文書

駿府で歌合せをした将軍足
あしかがよしのり

利義教が、山
さんろく

麓の鬼
き

岩
がん

寺
じ

に宿泊した折、富士山を眺めたといわれる
場 所です。 蓮 華 寺
池公園内の眺望ポ
イントとなっていま
す。富士見平周辺は

「 古 墳 の 広 場 」 と
なっています。

⓫ 富士見平

山西における今川氏の拠点的な城郭で、武田氏
の侵攻の際には長谷川正

まさなが

長が籠城しました。
その後、武田氏の
城となり、 田 中 城
と呼 ばれるように
なりました。 正 長
の墓は焼津市の信

しん

香
こういん

院にあります。

⓬ 徳
と く

一
い っ し き

色城 跡 ( 田中城 址 )

今川家の重臣、岡部氏が築いたといわれる複数の曲
輪が連なる山城で、現在は、「朝日稲荷神社」が鎮
座しています。神社
本殿の後方にある本
曲輪には、土

ど る い

塁が残
され、また、南曲輪
には、展望台や藤棚
が設けられています。

❺ 朝日山城 跡

今川義元と家督を争った兄の玄
げ ん こ う え た ん

広恵探方が抵抗
の拠点とした山城で、この戦いを花蔵の乱といい
ます。山頂からは志
太平野を一望できま
す。 最 終 的に恵 探
は瀬戸谷の普門寺
で自

じ

刃
じん

し、その供
養塔も残っています。

❻ 葉
は

梨
な し

城 跡（花
は な ぐ ら

倉城 跡）

朝比奈氏に伝わった保存食で、戦国時代、出陣
する際に携行し、常勝したといわれるパワーフー
ドです。 徳 川家 康
が 献 上させ、 賞味
したという記 録 が
残っています。文化
庁の100年フードに
認定されました。

❷ - ❷ 朝比奈ちまき

全長10mを超える勇壮な打
ち上げ 花 火で、 戦 国 時 代
の岡部氏・朝比奈氏がのろ
しを上げて連絡を取ったこ
とにちなむと伝わっていま
す。２年に一度打ち上げら
れています。次回は令和７
年10月の予定です。

❸ 朝比奈大
お お り ゅ う せ い

龍勢

静岡・藤枝地区

(資料提供／静岡県文化財課・藤枝市文化財課)(資料提供／静岡県文化財課・藤枝市文化財課) ※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします※寺院境内の見学は、お寺の行事等の迷惑にならないように注意をお願いします

77
月
号
月
号
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

●『
夏
麺
特
集
』
気
に
な
っ
て
い
た
お
店
が

掲
載
さ
れ
て
い
て
、
ま
す
ま
す
行
っ
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
毎

月
の
予
定
表
は
、
大
安
、
友
引
、
三
り
ん

ぼ
う
、
不
成
就
日
な
ど
日
々
参
考
に
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
美
味
し
い
情
報
も
、

外
出
の
楽
し
み
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
で
、
応
募
で
き
る
様

に
な
り
応
募
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
身
近
な
話
題
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
社
会
で
も
あ
る
の
で
、
高
齢

の
人
も
利
用
で
き
る
お
店
な
ど
情
報
が
あ

る
と
外
出
し
や
す
い
で
す
。
段
差
や
手
す

り
が
あ
る
お
店
。

●
い
つ
も
家
族
で
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
グ
ル
メ
リ
ポ
ー

ト
は
、
こ
の
時
期
に
ぴ
っ
た
り
で
と
て
も

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
行
っ
て
み

た
い
場
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
！
写
真
だ

け
で
な
く
、
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
の
で
惹
か

れ
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
志
太
そ
こ
知
り

物
語
は
、
毎
回
興
味
深
い
で
す
。
中
々
市

内
に
住
ん
で
い
て
も
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
う
い

う
機
会
に
学
べ
る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力
発
信
期
待

し
て
い
ま
す
！

●
毎
号
、
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
今

号
の
特
集
、
や
い
づ
キ
ャ
ン
プ
飯
は
、
鰹

節
珈
琲
や
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
の
た
め
の
佃
煮

と
斬
新
な
商
品
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
あ

り
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と
は
縁
の
な
い
私
で
す

が
、
食
し
て
み
た
い
商
品
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。
地
域
の
特
産
を
生
か
し
た
企

業
努
力
が
垣
間
見
れ
る
特
集
で
も
あ
り
、

大
変
興
味
深
い
特
集
で
し
た
。
今
後
も
、

様
々
な
分
野
の
特
集
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

●
志
太
そ
こ
知
り
物
語
を
毎
回
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
故
郷
に

は
自
分
が
知
ら
な
い
だ
け
で
魅
力
的
な
歴

史
や
遺
跡
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
い
つ
も
家
族

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

色
々
地
域
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

●
事
件
簿
を
み
る
と
自
転
車
盗
が
多
い
の
が

わ
か
り
ま
す
。
無
施
錠
が
要
因
で
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
又
不
用
意
に
犯
人

を
作
ら
な
い
た
め
に
も
鍵
を
か
け
ま
し
ょ

う
！

●
む
る
ぶ
は
毎
月
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
内
容
が
巾
広
い
分
野
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
て
い
て
新
し
い
発
見
も

い
っ
ぱ
い
で
す
。Ｙ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
一
度

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
プ
飯
が
と
て
も
気
に
な
り
ま
し

た
。
災
害
が
多
く
保
存
食
の
常
備
を
考
え

る
中
で
、
こ
ん
な
に
美
味
し
い
保
存
食
が

あ
る
な
ら
普
段
使
い
に
も
購
入
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
県
外
の
方
へ
お
土
産
と
し

て
も
便
利
で
す
。

●「
読
者
の
声
よ
り
」
を
読
ん
で
初
め
て
「
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
」 

で
応
募
出
来
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
本
当
に
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
併

せ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
版
も
覗
い
て
見
ま
す
。  

●
い
つ
も
楽
し
み
拝
見
し
て
い
ま
す
。
地
域

密
着
の
情
報
が
知
れ
た
り
、
逆
に
地
元
に

い
て
も
知
ら
な
い
事
も
あ
っ
た
り
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
グ
ル
メ
情
報
は

と
て
も
参
考
に
し
て
い
て
、
た
ま
に
食
べ

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
面
白
い
情
報
発
信
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

★
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む
る

ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

●
黒
潮
温
泉 

25

●
川
根
温
泉 

23

●
熱
海
温
泉 

17

●
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く 

14

●
伊
太
和
里
の
湯 

9

●
笑
福
の
湯 

9

●
修
善
寺
温
泉 

8

●
伊
豆
長
岡
温
泉 

7

●
さ
が
ら
子
生
れ
温
泉 

6

●
寸
又
峡
温
泉 

6

●
梅
ヶ
島
温
泉 

6

●
舘
山
寺
温
泉 

4

●
サ
ン
ラ
イ
フ 

4

あ
な
た
の
好
き
な
県
内
の
温
泉
は
？

2024 年（令和 6 年）7 月 25 日　むるぶ　-5- 2024 年（令和 6 年）7 月 25 日　むるぶ　-4-



月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム 054-635-4651
薮崎新聞店 054-629-2002 
長倉新聞店 054-629-1220
塩川新聞舗 054-629-2055
土井新聞店 054-622-0632
大井川新聞販売 054-662-2211

江﨑新聞店 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社 054-641-0053
いけたに新聞店 054-643-1000
太田新聞店 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，おすすめのスイーツ店を教えてください
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メール、二次元
バーコードでお願いします。

２，あなたのお名前、郵便番号、
ご住所、電話番号、年代、職
業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼント
の発送をもって代えさせて頂
きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えはととでした。

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　8月5日㊊
（当日消印有効）ＦＡＸ・メール・二次元バーコード必着

しずおか遺産に認定されている蓮華寺池公園内の眺望ポイントは？

　〇〇〇平（漢字3文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中か
ら抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D
不可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図
書カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情報は、
本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外で使用すること
はありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

二次元バーコードでも
応募可能になりました。

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒 426-0041　藤枝市高柳 1 丁目 17-23（共立アイコム内）

チケット好評発売中

https://www.kpnet.co.jp

Webサイト／ECサイトの制作
成果を出せるWebサイトを制作します!
共立アイコムでは、これまでに官公庁から民間企業
まで３０００サイト以上の豊富な制作実績がありま
す。豊富なノウハウにより、お客様の様々な要望や
課題に対応しています。
ＵＩ／ＵＸデザイン設計対応し、
サイト制作だけでなく、サイト設
計から運用、分析、メンテナンス
までトータルにサポートします。
お問合せは、icom-contact@kpnet.co.jpまで。

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

今年も高校球児たちの熱い夏がやってきます。 全国高校野
球選手権大会が阪神甲子園球場で8月7日（水）から17
日間開催されます。 チームの勝利のために一人ひとりがそ
の一瞬に全力を出し切るひたむきなプレーは大人になる
につれ失くしてしまった何かを思い出させてくれます。 彼ら
を見習って暑い夏を乗り越えたいと思います。 （石間健司）
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8月の休日緊急医

小児科
・

5

4日（日）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）

�631･6660

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

11日（祝）

〈小〉高洲早川クリニック
（与左衛門）
�636･0021

〈内〉まつおか内科循環器
クリニック（瀬戸新屋）
�631･7603

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
�645･9200

〈内〉だいちニューロン
クリニック（下藪田）

�631･7891

12日（休）

〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）

�634･1825
〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）

�647･5670

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）

�647･5511

18日（日）

〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

〈内〉藤枝クリニック
（田沼二）

�636･8989

吉田医院
（焼津市利右衛門）

�622･0108

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

25日（日）

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881
〈内〉山﨑クリニック

（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈小〉むらまつファミリー
クリニック（藤枝五）

�641･5318

4日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

〈精〉藤枝駿府病院
（小石川町二）
�641･3788

藤枝眼科クリニック
（青木二）
�647･7770

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

岸村歯科医院
（郡）

�644･2501

11日（祝）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001

河野歯科医院
（与左衛門）
�636･5568

12日（休）

ひよこ歯科
（高洲）

�637･0001

18日（日）

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）

�627･5585

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331

さくま歯科
（田沼三）

�636･7000

25日（日）

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

青島歯科医院
（田沼四）

�635･1636


